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世界 2例目となる被嚢穿孔性のゴカイ類を発見 

～ホヤ類が作る水流を利用して餌を採るゴカイ類としては世界初の報告～ 

 

【発表のポイント】 

 伊豆大島と和歌山県のホヤ類から世界 2 例目となる被嚢穿孔性のゴカイ類

を発見した 

 ろ過摂食を行うホヤ類が作る水流を利用して餌を採るという共生生態はゴ

カイ類で世界初の報告である 

 国際学術誌「Zootaxa」に論文を発表し，新種として Polydora tunicola（ホ

ヤに住むもの）と命名した 

 ホヤ類の被嚢への穿孔の仕組みとして，セルラーゼという酵素を用いて被嚢

に含まれるセルロースを分解しているという仮説を提示した 

 

【概要】 

石巻専修大学の阿部博和准教授と，伊豆大島ダイビングサービス・チャップの星野

修氏，山田一之氏，リージョナルフィッシュ株式会社の荻野哲也グループリーダー，島

根大学の川井田俊助教，東北大学の大越和加教授らの共同研究のグループは，被嚢穿孔

性のゴカイ類（スピオ科 Polydora 属）を発見し，国際学術誌「Zootaxa」に新種として

発表しました。ホヤ類の被嚢の内部に生息するという特殊な生態から，新種の学名は

「Polydora tunicola（ホヤに住むもの）」，和名は「ホヤノポリドラ」と命名しました。

ホヤノポリドラはこれまで，伊豆大島の秋の浜と和歌山県の堺漁港のみから発見されて

います。ホヤノポリドラは，ホヤ類の入水孔（海水の取り込み口）と出水孔（海水のは

き出し口）の近くに泥の管を形成して生息し，ろ過摂食を行うホヤ類が作る水流を利用

しながら，頭部の 2 本の触手で餌を採るという形でホヤ類と共生していることが示され

ました。また，実験の結果，海洋生物では検出されることの少ないセルラーゼ（セルロ

ースを分解する酵素）の活性がホヤノポリドラから検出されました。この結果から，硬

い組織を持たないホヤノポリドラがどのようにしてホヤ類の体表を覆う厚くて堅い被



 

嚢の内部に侵入しているのかという疑問に対して，セルラーゼを用いて被嚢に多く含ま

れるセルロースを分解しているという仮説が提示されました。ホヤ類の被嚢に穿孔して

生息するゴカイの仲間は，これまでシリス科の 1 種で知られ，今回の研究は，世界 2 例

目の被嚢穿孔性のゴカイ類の発見となります。また，ろ過摂食を行うホヤ類が作る水流

を利用して餌を採るという共生生態はゴカイ類ではこれまで知られておらず，世界初の

報告となります。この成果は 6 月 28 日付で国際学術誌「Zootaxa」にて発表されまし

た。 
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【解説】 

ホヤ類と共生する無脊椎動物は数多く知られていますが，そのほとんどは宿主の鰓

嚢内や呼吸器官に生息します。被嚢の内部に生息する共生生物は珍しく，二枚貝類やヨ

コエビ類などでわずかに知られるのみでした。ゴカイの仲間では，2017 年にシリス科

の 1 種（Proceraea exoryxae）が世界初の被嚢穿孔性の種として報告されていました。

第 2 著者の星野修氏は，2014 年 3 月に伊豆大島秋の浜での潜水観察中にホヤ類の体表

に泥の管を作って生活している奇妙なゴカイの仲間（図 1）を発見し，研究者に調査を

依頼しました。石巻専修大学の阿部博和准教授の研究の結果，本種はホヤ類の体表に泥

の管を作るだけでなく，被嚢の内部にまで侵入して孔道を形成することが明らかとなり

ました（図 2）。ゴカイの仲間では世界 2 例目の興味深い被嚢穿孔性という生態を示す

新種であることが判明し，ホヤノポリドラ Polydora tunicola と名付けられました。 

被嚢穿孔性種としてすでに知られていたシリス科の 1 種では，宿主の組織を摂食す

ると考えられていますが，ホヤノポリドラは宿主の組織を摂食するための器官を持たず，

ろ過摂食を行うホヤ類が作る水流を利用しながら，頭部の 2 本の触手で餌を採るという

形でホヤ類と共生していることが示されました。ろ過摂食を行うホヤ類が作る水流を利

用して餌を採るという共生生態はゴカイ類で世界初の報告であり，入出水孔の近くに密

集して生息するというのはホヤノポリドラの特徴的な生態です（図 3）。本研究では，被

嚢への穿孔を開始する前の幼若個体が水孔に付着している様子も観察されたことから，

本種の幼生はプランクトン生活を送った後に水孔付近に選択的に着底すると考えられ



 

ました。 

ホヤ類の組織を摂食せず，硬い組織も持たないホヤノポリドラがどのようにしてホ

ヤ類の体表を覆う厚くて堅い被嚢の内部に侵入しているのかという点は謎に包まれて

います。ホヤ類はセルロースを生合成できる唯一の動物であり，被嚢にはセルロースが

多く含まれています。セルロースは陸上植物に多く含まれる成分であり，汽水域や淡水

の影響の大きい沿岸域に生息して陸上植物由来の有機物を食物として利用するする生

物を除き，多くの海洋生物はセルラーゼを持たないと考えられています。しかしながら，

プレートアッセイやザイモグラフィーによる検討の結果，ホヤノポリドラから一貫して

セルロースを分解する酵素であるセルラーゼの活性が検出されました。このことは，セ

ルロースに富むホヤ類の被嚢をセルラーゼによって分解しながら穿孔している可能性

を示唆していると言えます。ホヤノポリドラにおけるセルラーゼ活性の発見は，海洋生

物におけるセルラーゼのこれまで知られていなかった利用形態を意味しているのかも

しれません。 

星野修氏は伊豆大島の海で年間 500 本以上の潜水観察を 20 年以上継続していま

すが，ホヤノポリドラはこれまで，水深 5～40 m に生息するクロボヤと Cnemidocarpa

属の 1 種からしか見つかっていません。また，2021 年 4 月に和歌山県堺漁港で採集さ

れた Polycarpa 属の 1 種からもホヤノポリドラ 1 個体が発見されています。これらの

ホヤ類はいずれもシロボヤ科に属する種であり，ホヤノポリドラはシロボヤ科のホヤ類

と共生関係を結んでいると言えます。伊豆大島での観察の結果，ホヤノポリドラの個体

数は季節や宿主のホヤの大きさによって変わりますが，多い場合にはホヤ 1 個体に数十

個体のホヤノポリドラが生息する様子が観察されています。ホヤノポリドラが生息して

いるホヤ類の外側からは，2 個ずつの穴がいくつも密集している様子が観察されますが，

マイクロ CT を用いた内部構造の観察の結果，これは被嚢の内部で孔道が U 字状に折り

返し，2 つの開口部が近接するためであることがわかりました。 

本研究により，国内から非常に珍しいホヤ類との共生関係を示すゴカイ類の新種が

発見されましたが，新種が発見された場所は岩礁域の水深 5～40 m であり，容易には

生物の調査や観察を行うことができない場所です。このような場所で，小さな生き物た

ちに注目した潜水観察を日々続けることにより，今回の新種の発見へとつながりました。

海は広大で果てしなく広がっていますが，海底の数センチ四方の空間にスポットを当て

てじっくりと観察することで見えてくる生き物たちの世界があります。研究者とダイバ

ーがタッグを組むことで，これまで知られていなかったような興味深い生態を持った海

洋生物が身近な海にも数多く生息していることが明らかになっていくことでしょう。 

 

 



 

 
図 1．ホヤ類の体表に泥の管を作って生活するホヤノポリドラ（Abe et al. 2022 の図 4A より） 

 

 
図 2．切断した宿主ホヤ類の断面の図．赤矢じり（▲）は被嚢の内部に形成されたホヤノポリド

ラの孔道を指している（Abe et al. 2022 の図 4F より） 



 

図 3．宿主ホヤの入出水孔付近に密集して生息するホヤノポリドラ（A，B：星野氏撮影，C：Abe 

et al. 2022 の図 4D より，D：星野 2020 より） 

 

写真出典：星野修（2020）海の極小！いきもの図鑑 ―誰も知らない共生・寄生の不

思議―．築地書館，東京．173 pp. 
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